
立
ち
の
ぼ
る
阿
武
川
の「
気
」

　朝晩の冷え込みが厳しくなると、
阿武川の水面から蒸気霧が立ち上
るようになります。
　次々と湧き上がる蒸気がうごめ
き流れる様は、川が生きて呼吸を
しているように見えます。古く中
国では天地の営みは「気」の働き
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朝霧の漂う阿武川
（萩市霧口）

である、と考えました。川霧を見
ていると納得できそうな気がしま
す。
　汚れた都会のドブ川では見られ
ない光景でしょうから、蒸気霧は
川が生きている証拠とも言えるで
しょう。
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山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上

記
念
館
が
10
月
14
日
開
館
し
、

浦
上
敏
朗
氏
を
は
じ
め
二
井
山

口
県
知
事
、
野
村
萩
市
長
な
ど

多
く
の
関
係
者
が
参
加
し
て
、

開
館
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
開
館
記
念
と
し
て
「
蒐

集
家
・
浦
上
敏
朗
の
眼　

館
蔵

名
品
展
」
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

市
民
は
も
ち
ろ
ん
、
観
光
客
な

ど
連
日
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い

ま
す
。
開
館
11
日
目
の
10
月
24

日
に
は
入
場
者
が
１
万
人
を
突

破
し
ま
し
た
。

●
蒐
集
家
・
浦
上
敏
朗　

館
蔵

名
品
展

会　

期　

12
月
23
日
（
月
）
ま

で
（
月
曜
日
は
休
館
）

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分
（
入
館
は
午
後
４
時

ま
で
）

観
覧
料　
一
般
７
２
０
円
、
高
・

大
生
５
１
０
円
、
小
・
中
生

３
０
０
円
（
20
名
以
上
の
団
体
割

引
あ
り
）

●
中
国
仙
人
の
ふ
る
さ
と
山
東

省
文
物
展

会　

期　

平
成
９
年
１
月
５
日

（
日
）
３
月
16
日
（
日
）（
月
曜

は
日
休
館
。
た
だ
し
、
１
月
６

日
と
祝
日
は
除
く
）

問
い
合
わ
せ　

山
口
県
立

萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

（
０
８
３
８・２
４・２
４
０
０
）

開
館
11
日
で
１
万
人
を
突
破

　
　
　
　
山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

　２
　３
　３
　３
　４
　４
　５
　６
　６
　６
　６
　７
　７
　７
　８

（１）



（２）

　

２
７
６
年
の
伝
統
を
誇
る
萩

の
大
名
行
列
。

　

こ
の
萩
時
代
ま
つ
り
は
、
萩

に
残
る
伝
統
の
「
萩
・
大
名
行

列
」
を
も
っ
と
広
く
市
民
や
観

光
客
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

昨
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
平
安
古
町
備
組
と
昨
年
12
年

振
り
に
復
活
し
た
古
萩
町
の
大

名
行
列
を
は
じ
め
と
す
る
「
萩

時
代
行
列
」
が
、
萩
市
内
を
練

り
歩
く
姿
は
荘
厳
そ
の
も
の
で

す
。

　

昨
年
も
、
一
目
こ
の
時
代
ま

つ
り
を
見
よ
う
と
、
多
く
の
観

光
客
が
全
国
か
ら
萩
を
訪
れ
、

そ
の
荘
厳
さ
に
感
動
し
ま
し

た
。　

　

ま
た
、
ま
つ
り
の
期
間
中
に

は
萩
市
民
体
育
館
で
も
い
ろ
い

ろ
な
催
し
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

国
際
交
流
を
通
じ
て
、
萩
地

域
の
産
業
振
興
を
図
ろ
う
と
第

１
回
萩
・
国
際
友
好
物
産
フ
ェ

ア
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

国
際
化
社
会
の
進
展
に
伴

い
、
国
境
を
越
え
て
広
域
的
な

経
済
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
物
流
も
多
種
多
様
な

物
産
品
が
世
界
規
模
で
流
通
し

始
め
て
い
ま
す
。
市
内
の
企
業

に
お
い
て
も
、
中
国
や
カ
ナ
ダ

な
ど
国
と
の
経
済
交
流
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
萩
市
と
市
内

の
企
業
及
び
近
隣
地
域
が
物
産

を
通
し
て
、
広
域
的
な
経
済
交

流
を
促
進
し
地
域
産
業
の
振
興

と
萩
の
国
際
化
を
推
進
し
よ
う

と
、
カ
ナ
ダ
・
韓
国
・
ド
イ
ツ
・

中
国
が
参
加
し
て
今
回
初
め
て

萩
・
国
際
友
好
物
産
フ
ェ
ア
を

開
催
す
る
も
の
で
す
。

　

世
界
の
味
・
香
り
・
形
な
ど

に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

11
月
９
日
（
土
）・

10
日
（
日
）
の
い
ず
れ
も
午
前

10
時
か
ら

と
こ
ろ　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

内　
容

◆
物
産
展
示
即
売
会

　

カ
ナ
ダ
＝
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
・
カ

ナ
ダ
サ
ー
モ
ン
・
ロ
ブ
ス
タ
ー
・

カ
ウ
チ
ン
セ
ー
タ
ー
ほ
か　

韓

国
＝
キ
ム
チ
・
高
麗
人
参
茶
・

餃
子
ほ
か　

ド
イ
ツ
＝
ジ
ャ

ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
ク
リ
ス
マ
ス

ケ
ー
キ
・
お
も
ち
ゃ
ほ
か　

中

国
＝
肉
ま
ん
・
シ
ュ
ー
マ
イ
・

餃
子
・
中
華
ち
ま
き
ほ
か

◆
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
相
談
会

　
海
外
と
の
各
種
貿
易
、
取
引
、

商
談
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す

◆
友
好
姉
妹
都
市
コ
ー
ナ
ー

　

萩
市
と
姉
妹
都
市
の
韓
国
・

蔚
山
市
の
児
童
絵
画
展
、
出
展

国
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
の
展
示

ー城下町の時代絵巻ー
　萩・時代まつり

〜 11 月９日（土）・10 日（日）〜
　
11
月
９
日
（
土
）・10
日
（
日
）
の
２
日
間
、

「
萩
時
代
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
子
ど

も
の
頃
に
見
た
平
安
古
町
備
組
と
古
萩
町
の

大
名
行
列
が
、
維
新
の
里
に
一
大
時
代
絵
巻

を
展
開
し
ま
す
。

萩
時
代
行
列

と　

き　

11
月
10
日
（
日
）
午

後
１
時
か
ら
３
時
30
分

順　

路　

御
許
町
〜
橋
本
町
〜

椿
町
〜
萩
市
民
体
育
館

編　

成　

平
安
古
町
・
古
萩
町

の
大
名
行
列
、
高
杉
晋
作
率
い

る
長
州
奇
兵
隊
、
男
な
ら
舞
踏

隊
な
ど長

州
大
楽
市

と　

き　

11
月
９
日
（
土
）・

10
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後

５
時
、
10
日
は
午
後
４
時
ま
で

と
こ
ろ　
萩
市
民
館　

内　

容　

骨
董
品
、
日
用
雑
貨

等
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

ふ
る
さ
と

　
　
商
人
市

と　

き　

11
月
９
日
（
土
）
午

前
10
時
か
ら
午
後
５
時
、
11
月

10
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら
午

後
４
時

と
こ
ろ　
萩
市
民
体
育
館
前
庭

内　

容　

萩
の
物
産
、
飲
食
物

の
露
店

と　

き　

11
月
９
日
（
土
）
午

前
10
時
か
ら
午
後
５
時
、
11
月

10
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら
午

後
４
時

と
こ
ろ　
萩
市
民
体
育
館

内　

容　

幕
末
の
長
州
藩
科
学

者
・
中
嶋
治
平
展
ほ
か

時
代
展

　

萩
市
・
川
上
村
・
阿
武
町
・

田
万
川
町
・
む
つ
み
村
・
須
佐

町
・
旭
村
・
福
栄
村
の
萩
広
域

圏
の
一
体
と
な
っ
た
ま
つ
り


萩
広
域
圏
ふ
る
さ
と
ま
つ
り


が
、
萩
時
代
ま
つ
り
と
同
時
に

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
ま
つ
り
で
は
、
い
ろ
ん

な
催
し
の
ほ
か
、
圏
域
の
各
市

町
村
の
特
産
品
の
即
売
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
懐
か
し
い
ふ
る
さ

と
の
味
に
出
会
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
萩
時
代
ま
つ
り
と
と
も
に
足

を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

と　

き　

11
月
９
日
（
土
）・

10
日
（
日
）

と
こ
ろ　

萩
市
役
所
を
主
会
場

と
し
て
そ
の
周
辺

内　

容　

ふ
る
さ
と
の
海
の

幸
・
山
の
幸
の
即
売
、
郷
土
芸

能
の
披
露
ほ
か

　 　
萩
広
域

ふ
る
さ
と
ま
つ
り

第
１
回

　
萩
・
国
際
友
好

　
物
産
フ
ェ
ア

エアーニッポン
で行く

12 月 1 日〜 2 月 28 日毎日出発
●出発日（平成 8・9 年）

26,500 〜 41,500円おひとりさま
2・3 日間

とっておき 萩・津 和 野 嬉しい 2 名様以上1 室

●旅行代金（おひとり様）（2 〜 6 名様 1 室）

39,500円 
土曜日出発と1/13・14・2/9・10出発 

41,500円 
金 曜 日 出 発  

33,500円 
日～木曜日出発 

3日間 

34,500円 
土 曜 日 出 発  

29,500円 
金曜日出発と1/14・2/20出発 

26,500円 
日～木曜日出発 

2日間 
●予定コース　　　ツアー番号 5802 HN（2 日間） 5803 HN（3 日間）

参加者全員にプレゼント
★萩観光ガイドマップ★萩サイクリングマップ
★津和野散策マップ（ご集合場所にてお渡し致します。）

※ 12/21・22・12/30 〜 1/5 出発は除く（3 日間コースは、12/29 発も除く）

※行程中の太字は入場…下車観光となります。

◆宿泊ホテル 1・2 日目／萩ロイヤルホテル又は萩グランドホテル（和室・和
洋室・風呂・トイレ付）

◆集 合 場 所 羽田空港新ターミナルビル 2 階 全日空団体専用カウンター前（8：00 頃）
◆食 事 条 件 2 日間：朝食 1 回・夕食 1 回　3 日間：朝食 2 回・夕食 2 回
◆募 集 人 員 各回 44 名（最少催行人員 2 名）※ 2 名様よりお申し込みいただけ

ます。
◆ご　案　内 ★集合時刻・確定ホテル名等の詳しいご案内は、出発前にお渡
 　しする最終日程でお知らせします。
 ★他社ツアーと同じバスで送迎を行なう場合があります。
 ★ご希望により萩本陣にご宿泊いただけるプランもご用意いた 

　しております。（2,000 〜 4,000 円増）
 ★添乗員は同行致しませんが、乗務員がご案内致します。

10 名様以上でお申込みの方には、お得な宴
会プランをご用意。（2 時間）
 おひとり様　3,500 円（税込）で飲み放題
別料理、コンパニオンは、ご希望によりご用意いたします。（別料金）

2 名様より出発保証

グループ宴会プラン羽田空港（8：45頃出発）－　（エアーニッポン）－石見空港＝〈連
絡バス〉＝東萩駅（11：50頃着）…（各自でホテルチェックイン）
…萩〈泊〉 
※到着後、各自で萩市内観光をお楽しみください。 
　観光タクシープランもございます。 
出発まで自由行動 
萩…（各自で）…東萩駅（12：00頃発）＝〈連絡バス〉＝秋吉台・秋
芳洞（別料金・自由昼食）＝〈連絡バス〉＝東萩駅（16：00頃着）
…（各自でチェックイン）…萩〈泊〉 
出発まで自由行動 
萩…（各自で）…東萩駅（12：00頃発）＝〈連絡バス〉＝津和野散策
（約2時間のフリータイム）＝〈連絡バス〉＝石見特産品センター（シ
ョッピング）＝〈連絡バス〉＝石見空港－　（エアニッポン）－羽
田空港（17：00頃） 

１
日
目 

１
日
目 

２
日
目 

２
日
目 

３
日
目 

× 
× 
夕 

朝 
× 
夕 

朝 
× 
× 

お問い合せ・お申込みはお気軽に…

●営業時間／月〜土曜 9：20 〜 20：00   日曜・祭日 10：00 〜
18：00
※電話番号はおまちがえのないようにお願いします。

☎ 03-3818-8100
おしゃれ旅予約センター

さらに
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第
29
回
目
と
な
る
東
京
指
月

会
が
10
月
18
日
、
東
京
丸
の
内

の
日
本
工
業
倶
楽
部
で
開
催
さ

れ
、
関
東
地
区
の
萩
高
校
出
身

者
約
２
０
０
人
の
出
席
が
あ
り

ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
っ
て
、
萩
に

オ
ー
プ
ン
し
た
山
口
県
立
萩
美

術
館
・
浦
上
記
念
館
が
ス
ラ
イ

ド
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
人
気
キ
ャ
ス
タ
ー

で
あ
る
村
上
允
俊
さ
ん
の
司
会

で
浦
上
さ
ん
本
人
に
よ
る
浮
世

絵
の
説
明
も
あ
り
、
作
品
の
貴

重
さ
や
素
晴
ら
し
さ
に
出
席
者

の
中
か
ら
溜
め
息
や
ど
よ
め
き

の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

総
会
の
後
、
本
年
８
月
に
開

局
し
た
エ
フ
エ
ム
萩
の
ス
タ
ジ

オ
と
会
場
を
結
ん
で
ラ
ジ
オ
の

生
中
継
が
さ
れ
、
公
務
で
欠
席

と
な
っ
た
野
村
萩
市
長
と
会
場

の
会
長
と
の
や
り
と
り
が
流
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
萩
の
閲
覧
や
、
萩

ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ

る
取
材
な
ど
新
し
い
企
画
や
萩

の
味
を
届
け
ま
す
と
平
天
、
金

太
郎
や
べ
ら
ご
の
物
産
即
売
も

行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
あ
っ
と
い

う
間
に
売
り
切
れ
る
人
気
で
し

た
。

　
立
食
形
式
で
行
わ
れ
た
懇
親

会
の
各
テ
ー
ブ
ル
に
は
蒲
鉾
、

ご
ぼ
う
巻
き
や
地
酒
が
置
か

れ
、
懐
か
し
い
ふ
る
さ
と
萩
の

味
を
話
題
に
旧
交
を
あ
た
た
め

て
い
ま
し
た
。

　
今
年
引
受
の
萩
高
校
18
期
代

表
の
前
田
信
太
郎
さ
ん
は
「
少

し
で
も
萩
を
身
近
に
感
じ
て
も

ら
お
う
と
同
期
み
ん
な
で
工
夫

し
ま
し
た
。
わ
ざ
わ
ざ
萩
か
ら

手
伝
い
に
来
て
く
れ
た
人
も
い

ま
す
。
よ
ろ
こ
ん
で
も
ら
え
て

ほ
ん
と
う
に
よ
か
っ
た
」
と
嬉

し
そ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
は
萩
高
校
19
期
・
29
期

の
皆
さ
ん
の
引
受
け
で
す
。

東
京
指
月
会
事
務
局　

〒
１
０
７
港
区
南
青
山
５
ー

17
ー
６
｜
２
０
５

（
株
）
川
淵
正
臣
企
画
事
務
所

内        

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
３・３
４
０
７・６
６
６
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
３
４
０
７・６
６
９
６

萩
の
味
覚
と
旧
友
の
顔　
　
　
　

　
　
　
東
京
指
月
会
に
２
０
０
人

　
下
関
で
日
本
一
の
市
場
を
守
る
こ
れ
か
ら
が
多
忙
な
「
ふ
ぐ
」
の
松
村
さ
ん
。

　
全
国
に
「
ふ
ぐ
」
を
供
給
す
る
下
関
唐
戸
魚
市
場
株
式
会
社
専
務
取
締
役
、
松
村
久
さ
ん

（
48
歳
）
は
、
こ
れ
か
ら
冬
場
に
か
け
て
忙
し
い
毎
日
に
な
り
ま
す
。

下
関
唐
戸
魚
市
場
株
式
会
社

松ま
つ
む
ら村

久ひ
さ
しさ

ん

　
「
ふ
ぐ
料
理
」

は
下
関
名
物
と

し
て
知
ら
れ
、

東
京
や
大
阪
の

料
亭
で
出
る
ふ

ぐ
も
下
関
か
ら

直
送
さ
れ
ま
す

が
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
は
下
関
唐

戸
魚
市
場
に
水

揚
げ
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

唐
戸
魚
市
の

現
場
と
経
営
を
、

先
頭
に
立
っ
て

指
揮
し
て
い
る

松
村
専
務
は
、

萩
商
業
を
昭
和

42
年
に
卒
業
、

26
年
間
ふ
ぐ
の

商
い
一
筋
に
打

ち
込
ん
で
き
た

人
で
す
。

　
松
村
さ
ん
は
毎
日
午
前
２
時

に
下
関
市
彦
島
南
風
泊
（
は
え

ど
ま
り
）
の
市
場
に
出
て
、
午

前
３
時
20
分
か
ら
始
ま
る
ふ
ぐ

の
セ
リ
の
準
備
を
し
ま
す
。

　

40
人
の
仲
買
人
が
集
ま
る

と
、
威
勢
の
い
い
セ
リ
の
声

で
天
然
物
、
養
殖
物
合
わ
せ

て
１・
５
ト
ン
余
り
の
ふ
ぐ
が

次
々
と
セ
リ
落
と
さ
れ
て
い
き

ま
す
。

　

仲
買
人
が
、
ふ
ぐ
を
調
理
用

に
処
理
し
て
得
意
先
へ
送
る
た

め
一
斉
に
引
き
上
げ
て
行
っ
た

後
も
、
松
村
さ
ん
は
事
務
所
に

残
っ
て
昼
ま
で
仕
事
を
続
け
ま

す
。
午
後
は
帰
宅
し
て
睡
眠
を

と
り
、
夕
方
か
ら
再
び
出
か
け

て
、
経
営
者
と
し
て
必
要
な
付

き
合
い
、
会
合
な
ど
に
顔
を
出

し
ま
す
。

野
球
で
鍛
え
た
フ
ァ
イ
ト

　
毎
日
の
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
消
化
す
る
そ
の
馬
力
は
、
萩
商

業
の
野
球
部
時
代
に
つ
ち
か
っ
た

も
の
で
す
。
松
村
さ
ん
が
現
在
も

師
と
仰
ぐ
元
野
球
部
監
督
の
瀬
上

進
さ
ん
は
「
セ
カ
ン
ド
で
２
番
を

打
っ
て
い
ま
し
た
。
他
校
の
三
倍

は
練
習
す
る
萩
商
の
練
習
に
耐
え

て
、
闘
志
あ
ふ
れ
る
選
手
に
な
り

ま
し
た
。」
と
印
象
を
語
っ
て
い

ま
す
。

　
「
学
校
を
出
て
３
年
後
に
下
関

唐
戸
魚
市
場
に
入
社
し
て
、
先
代

の
社
長
に
は
可
愛
が
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。」
と
、
松
村
さ
ん
は
懐

か
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。
当
時
の

小
野
英
雄
社
長
（
萩
商
業
出
身
・

故
人
）
の
可
愛
が
り
様
は
、殴
る
、

蹴
る
、
海
に
突
き
落
と
す
い
う
猛

烈
な
も
の
だ
っ
た
、
と
い
う
の
は

か
な
り
有
名
な
話
で
す
。

　
と
に
か
く
、
こ
う
し
た
萩
商
ス

ピ
リ
ッ
ツ
？
に
鍛
え
ら
れ
て
、
今

日
の
松
村
さ
ん
が
あ
り
ま
す

　
現
在
、
唐
戸
魚
市
に
は
萩
商
出

身
の
若
い
人
が
６
人
働
い
て
い
ま

す
が
、「
可
愛
が
っ
て
」
も
ら
っ

て
い
る
か
ど
う
か
は
、
聞
き
も
ら

し
ま
し
た
。

ふ
ぐ
料
理
を
日
本
列
島
の
味
に

（
萩
商
業
高
校
卒
）

専
務
取
締
役

　
唐
戸
魚
市
の
年
間
水
揚
げ
高

１
４
０
億
円
の
う
ち
90
億
円
を

ふ
ぐ
が
占
め
て
い
ま
す
。

　
「
地
球
の
温
暖
化
で
海
水
の

温
度
が
あ
が
っ
た
の
で
し
ょ

う
、
天
然
物
の
漁
が
お
も
わ
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。
東
シ
ナ
海
の

資
源
が
減
り
、
萩
の
延
縄
船
も

少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
外

海
物
は
こ
れ
以
上
増
え
な
い
で

し
ょ
う
。
そ
れ
を
沿
岸
物
と

養
殖
物
で
補
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。」

　

松
村
さ
ん
は
、「
ふ
ぐ
市
場

日
本
一
」
を
守
ろ
う
と
、
生
産

者
と
消
費
者
を
仲
介
す
る
立
場

で
、
い
ろ
い
ろ
と
経
営
戦
略
を

練
っ
て
い
ま
す
。

　
ふ
ぐ
は
料
理
人
に
は
特
別
の

免
許
が
必
要
で
、
調
理
に
手
間

が
か
か
り
、
値
段
も
安
く
な
い

魚
な
の
で
、
需
要
を
増
や
す
の

は
難
し
い
か
ら
で
す
。

　

当
面
は
な
る
べ
く
沢
山
の

人
、
た
と
え
ば
東
北
や
北
海
道

の
人
た
ち
に
も
、
ふ
ぐ
の
美
味

し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
ふ
ぐ

を
山
口
県
の
味
か
ら
日
本
列
島

縦
断
の
味
に
し
た
い
、
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
そ
こ
で
来
年
２
月
の
札
幌
雪

ま
つ
り
で
は
、
真
駒
内
会
場
に

ふ
ぐ
像
を
つ
く
っ
て
、
８・
９

の
２
日
間
ふ
ぐ
鍋
を
サ
ー
ビ
ス

す
る
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

萩
は
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
て
欲
し

い
け
ど

　

松
村
さ
ん
は
、
お
母
さ
ん
が

萩
に
健
在
で
、
毎
年
盆
に
は
必

ず
帰
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
時
萩
で
過
ご
す
４・
５
日

が
、
忙
し
い
冬
場
を
乗
り
切
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
な
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　
「
萩
は
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
て

欲
し
い
、
年
を
取
っ
た
ら
帰
ろ

う
か
な
、
と
い
う
気
持
は
あ
り

ま
す
。
し
か
し
経
営
者
と
し
て

見
れ
ば
、
も
っ
と
活
気
が
あ
っ

て
欲
し
い
な
、
と
も
思
い
ま

す
。」

　

結
局
、
山
口
市
な
ど
と
協
力

し
て
文
化
的
な
も
の
で
観
光
を

伸
ば
す
、
ま
た
日
本
海
の
幸
や

美
し
さ
を
生
か
す
よ
う
な
ポ
リ

シ
ー
を
考
え
る
の
が
良
い
の
で

は
、
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
９
年
１
月
、
萩
市
の

有
田
知
永
さ
ん
（
40
歳
）
を

始
め
と
す
る
、「
コ
ー
ル
・

チ
ュ
ラ
カ
ー
ギ
」（
長
門
市
）

と
「
萩
ク
ラ
イ
ネ
ル
コ
ー

ル
」（
萩
市
）
で
編
成
し
た

女
声
合
唱
団
が
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
楽
友
協
会

大
ホ
ー
ル
で
「
さ
く
ら
さ
く

ら
」
や
「
紅
葉
」
と
い
っ
た

唱
歌
を
メ
ド
レ
ー
で
披
露
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
際
文
化

交
流
協
会
か
ら
有
田
さ
ん
に

こ
の
招
待
が
届
い
た
の
は
８

月
下
旬
、「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・

コ
ー
ラ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」
に

参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
内
容
で
し
た
。
日
頃
か
ら

地
域
で
合
唱
（
指
揮
）
活
動

を
展
開
さ
れ
、
山
口
県
合
唱

団
で
は
好
き
な
合
唱
も
披
露

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
長

年
の
合
唱
活
動
が
実
を
結
ん
だ

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
有
田
さ
ん
の
指
揮
者
と
し
て

の
活
動
は
、
静
岡
大
学
在
学
中

の
静
岡
県
学
生
合
唱
連
盟
の
合

同
指
揮
者
を
２
年
間
務
め
た
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
萩
で

の
小
中
高
で
も
合
唱
団
に
在
席

し
て
い
て
、
合
唱
活
動
の
経
歴

は
30
年
近
く
に
も
な
り
ま
す
。

　
「
基
本
的
に
指
揮
者
と
い
う

の
は
我
が
儘
な
ん
で
す
よ
。
自

分
の
や
り
た
い
よ
う
に
合
唱
団

を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

か
ら
ね
。
し
か
し
私
は
歌
の

じ
ゃ
ま
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

そ
し
て
団
員
の
こ
こ
ろ
を
引
き

出
し
、
歌
い
手
の
中
で
音
楽
が

あ
ふ
れ
て
く
る
よ
う
な
指
揮
が

で
き
れ
ば
と
思
い
、
練
習
中
は

『
笑
わ
れ
る
指
揮
者
』
を
モ
ッ

ト
ー
に
し
て
い
ま
す
」

　

有
田
さ
ん
は
合
唱
の
魅
力

を
、「
声
」
と
い
う
素
材
を
持

ち
寄
っ
て
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で

る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
一
人

一
人
の
生
き
様
を
う
ま
く
重
ね

て
い
け
る
点
に
あ
る
と
い
わ
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
合
唱
団
も
、

そ
の
団
体
の
た
め
だ
け
で
な

く
「
地
域
と
し
て
あ
る
」
と
い

う
意
識
を
住
民
も
感
じ
て
も
ら

い
、
今
後
は
音
楽
を
始
め
、
こ

う
し
た
芸
術
を
温
か
く
見
守
っ

て
い
く
社
会
が
で
き
れ
ば
と
望

ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
堅
苦
し
い
よ
そ
行
き
の
も

「笑われる指揮者」がモットー　

の
で
な
く
、
普
段
通
り
の
地
域

に
生
き
る
が
ま
ま
の
演
奏
が
で

き
れ
ば
い
い
で
す
ね
」
と
抱
負

を
語
ら
れ
た
有
田
さ
ん
、
こ
の

演
奏
会
も
合
唱
と
い
う
文
化
を

背
負
っ
て
と
い
う
旅
で
な
く
、

国
際
交
流
の
一
環
と
し
て
頑
張

り
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

１
９
５
６
年
萩
市
新
川
に
生

ま
れ
る
。
帰
萩
後
、
コ
ー
ル
・

チ
ュ
ラ
カ
ー
ギ
や
萩
ク
ラ
イ
ネ

ル
コ
ー
ル
な
ど
の
地
域
の
合
唱

団
で
活
躍
。
現
在
は
山
口
県
合

唱
団
の
一
員
と
し
て
、
県
内
の

巡
回
演
奏
に
も
参
加
。
本
業
は

「
株
式
会
社　

ア
リ
タ
」
代
表

取
締
役
社
長
。
山
口
県
青
年
ユ

ネ
ス
コ
連
絡
協
議
会
会
長
な
ど

国
際
交
流
に
も
貢
献
。

　

有あ
り
た
と
も
な
が

田
知
永
さ
ん
（
40
歳
）

  

阿
武
郡
田
万
川
町
に
造
成
中

だ
っ
た
「
石
見
空
港
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
田
万
川
コ
ー
ス
」
が
10
月

26
日
に
完
工
、
北
浦
エ
リ
ア
で

は
４
つ
目
の
ゴ
ル
フ
場
と
し
て

仮
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ゴ
ル
フ
場
は
、
平
成
５

年
７
月
開
港
の
石
見
空
港
の
名

前
を
冠
し
て
東
京
、
大
阪
で
も

わ
か
り
や
す
く
し
よ
う
と
、
空

港
の
あ
る
島
根
県
益
田
市
の
経

済
界
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
名
前

が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
益
田
、

田
万
川
の
経
済
圏
一
体
を
あ
ら

わ
し
て
い
ま
す
。

　

石
見
空
港
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

田
万
川
コ
ー
ス
は
ヤ
ー
デ
ー

ジ
６
、６
１
０
ヤ
ー
ド
の
丘
陵

コ
ー
ス
。
最
終
18
番
ロ
ン
グ

ホ
ー
ル
６
１
２
ヤ
ー
ド
の
落
差

35
メ
ー
ト
ル
の
打
ち
降
ろ
し
が

名
物
ホ
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま

す
。
正
式
オ
ー
プ
ン
は
来
年
４

月
の
予
定
で
す
。

石
見
空
港
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

　
　
田
万
川
コ
ー
ス
が
仮
オ
ー
プ
ン

　

前
号
で
掲
載
し
ま
し
た
ふ

る
さ
と
ク
イ
ズ
に
は
、
全
国

の
会
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご

応
募
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

正
解
は

問
１　

萩
市
内
の
Ｊ
Ｒ
駅
の

数　答
え　

７
つ
（
長
門
大
井
、

越
ケ
浜
、
東
萩
、
萩
、
玉
江
、

三
見
、
飯
井
）

問
２　
写
真
の
駅
名

答
え　
萩
駅

　

抽
選
の
結
果
、
次
の
皆
さ

ん
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

柴
田
マ
サ
子
さ
ん
（
東
京
都

台
東
区
）、鹿
野
俊
二
さ
ん（
千

葉
県
習
志
野
市
）、
勝
山
義
康

さ
ん（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）、

針
生
純
子
さ
ん
（
東
京
都
江

東
区
）、
澁
江
昭
一
さ
ん
（
萩

市
）、
長
尾
儀
一
さ
ん
（
埼
玉

県
朝
霞
市
）、
恩
村
知
津
子
さ

ん
（
東
京
都
保
谷
市
）、
金
子

松
代
さ
ん（
東
京
都
狛
江
市
）、

阿
武
寛
之
さ
ん
（
東
京
都
板

橋
区
）、御
手
洗
芳
夫
さ
ん（
萩

市
）
以
上
の
10
名
で
し
た
。

＊
当
選
者
の
方
々
に
は
萩
ガ

ラ
ス
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
ク
イ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
当
選
者
発
表

「
ふ
ぐ
」
の
松
村
さ
ん

ー
日
本
一
の
市
場
を
守
る
ー



　

郷
愁
と
共
感
を
呼
ぶ
40
年
前
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
集

　
「
人
間
万
才　
下
瀬
武
雄
写
真
集　
昭
和
20
年
代（
萩
）」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
市
の
写
真
館
主
下
瀬
武
雄
さ
ん
が
出
版

み
ん
な
、
萩
が
好
き
な
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
・
会
員
だ
よ
り

　
「
私
は
兄
（
写
真
館
経
営
者
）

が
材
料
を
使
わ
せ
て
く
れ
た
の

で
、
写
真
の
環
境
は
よ
か
っ

た
の
で
す
。
作
品
づ
く
り
で

は
、
で
き
た
ば
か
り
の
『
萩
カ

メ
ラ
ク
ラ
ブ
』
の
活
動
が
よ
い

刺
激
に
な
り
ま
し
た
。
例
会
で

持
ち
寄
っ
た
写
真
を
互
選
し
て

１
位
、
２
位
を
争
っ
た
り
、
写

真
展
を
開
い
た
り
し
て
、
お
互

い
に
腕
を
競
い
合
っ
て
い
ま
し

た
。
写
真
集
に
し
た
の
は
、
そ

の
こ
ろ
撮
っ
た
作
品
で
す
」。

　

撮
影
に
使
っ
た
の
は
セ
ミ

パ
ー
ル
と
マ
ミ
ヤ
シ
ッ
ク
ス
と

い
う
カ
メ
ラ
で
、
露
出
計
は
な

く
、
レ
ン
ズ
の
交
換
は
で
き
な

い
上
に
、
フ
ィ
ル
ム
の
巻
き

上
げ
は
裏
蓋
の
小
さ
い
窓
か
ら

フ
ィ
ル
ム
番
号
を
見
な
が
ら
手

で
ノ
ブ
を
回
す
も
の
で
し
た
。

　

従
っ
て
パ
チ
リ
と
１
回

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
と
、
手

で
フ
ィ
ル
ム
を
巻
き
上
げ
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
チ
ャ
ー
ジ
し
な

い
と
次
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
切
れ

　
お
弁
当
の
時
間
に
居
眠
り
を

し
て
い
る
小
さ
い
子
、
泥
団
子

を
作
っ
て
い
る
女
の
子
、
青

鼻
を
垂
ら
し
な
が
ら
絵
を
描
く

子
、
浜
崎
の
船
着
き
場
で
チ
ャ

ン
バ
ラ
に
熱
中
す
る
子
供
達
、

泣
き
泣
き
喧
嘩
し
て
い
る
男
の

子
な
ど
、
ど
れ
も
こ
れ
も
40
歳

代
後
半
以
上
の
人
は
「
あ
あ
、

こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
な
あ
」

と
記
憶
の
底
に
あ
る
シ
ー
ン
ば

か
り
で
す
。

　

子
供
の
写
真
が
多
く
、
し
か

も
写
真
の
中
の
子
供
達
は
み
ん

な
生
き
生
き
し
た
表
情
を
し
て

い
ま
す
。
下
瀬
さ
ん
は
そ
の
訳

を
「
私
は
子
供
が
好
き
な
ん
で

す
。
だ
か
ら
学
徒
出
陣
で
軍
隊

に
入
る
前
は
、
師
範
学
校
に
い

た
ん
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
下
瀬
さ
ん
の
写
真
に
登
場
す

る
の
は
、
ご
く
普
通
の
人
ば
か

り
で
、
平
凡
な
暮
ら
し
の
中
に

あ
る
喜
怒
哀
楽
の
一
瞬
を
切
り

撮
っ
た
も
の
で
す
。
近
所
の
人

と
世
間
話
を
し
な
が
ら
編
み
物

を
す
る
女
の
人
、
荷
車
を
引

く
男
の
人
、
粗
末
な
み
の
を
ま

と
っ
て
田
植
え
を
す
る
農
家
の

人
、
裸
で
ハ
ン
マ
ー
仕
事
す
る

石
屋
さ
ん
、
魚
市
場
で
威
勢
良

く
働
く
人
達
な
ど
、
よ
く
見
か

け
た
光
景
で
す
が
、
今
で
は
も

う
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

も
あ
り
ま
す
。

　
ど
の
写
真
に
も
時
代
や
地
域

の
「
に
お
い
」
と
で
も
い
う
の

で
し
ょ
う
か
、
懐
か
し
い
雰
囲

気
が
漂
っ
て
い
ま
す
。

　
「
私
は
、
風
景
に
は
興
味
が

あ
り
ま
せ
ん
。
人
間
に
ひ
か
れ

る
ん
で
す
。
あ
の
頃
は
社
会
が

変
動
す
る
、
面
白　
　

い
時
代

で
し
た
。」
と
下
瀬
さ
ん
は
言

い
ま
す
。

　
農
家
の
人
が
農
機
具
を
吟
味

し
て
い
る
写
真
が
あ
り
ま
す
。

農
機
具
の
展
示
会
場
で
し
ょ
う

か
、
手
押
式
ス
キ
の
取
っ
手

　
萩
は
本
当
に
美
し
い
所
で
す

ね
。
萩
を
訪
れ
て
み
た
い
と
い

う
方
や
、
一
度
は
萩
を
訪
れ

た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
方
は
多

く
、
皆
さ
ん
の
印
象
も
良
い
の

で
、
萩
出
身
の
人
間
と
し
て
は

鼻
が
高
い
で
す
。
八
丁
の
女

学
校
時
代
は
川
が
す
ぐ
そ
ば
に

あ
っ
た
の
で
、
川
辺
で
友
達
と

よ
く
ク
ロ
ー
バ
ー
摘
み
を
し
て

遊
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
川
の

水
の
き
れ
い
だ
っ
た
こ
と
・
・
・

今
で
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

女
学
校
が
堀
内
に
移
転
し
て
か

ら
は
、
萩
城
跡
な
ど
の
ス
ケ
ッ

チ
を
よ
く
し
た
も
の
で
す
。
あ

の
辺
り
の
町
並
み
の
美
し
さ
も

懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
萩
は
文
化
と
歴
史
の
香
り
の

す
る
、
風
光
明
媚
な
ま
ち
。
昔

か
ら
の
良
い
所
を
大
切
に
、
観

光
都
市
と
し
て
更
に
発
展
し
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

高
知
県
高
知
市　

山
崎
喜
久

恵
（
新
川
出
身
）

　
萩
と
聞
く
と
ま
ず
思
い
浮
か

ぶ
の
が
、
指
月
山
。
そ
し
て

そ
こ
か
ら
広
が
る
海
岸
線
と
松

林
。
大
阪
に
き
て
20
年
以
上
た

ち
ま
す
が
、
こ
の
景
色
だ
け
は

忘
れ
ら
れ
ず
、
今
も
脳
裏
に

く
っ
き
り
と
焼
き
付
い
て
い
ま

す
。
よ
く
あ
そ
び
ま
し
た
ね
ぇ
。

堀
に
飛
び
込
ん
で
泳
い
で
渡
っ

た
り
、
砂
浜
で
古
銭
を
掘
り
当

て
た
り
・
・
・
小
さ
な
事
ま

で
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
よ
。
萩

に
い
た
23
年
間
は
、
私
の
一
番

の
宝
物
で
す
か
ら
。
今
は
集
め

た
古
切
手
で
思
い
出
の
萩
の
風

景
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
夢
で

す
。
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
て

育
っ
た
こ
と
が
私
の
自
慢
。
で

す
か
ら
出
来
る
だ
け
手
を
加
え

て
ほ
し
く
な
い
ん
で
す
。
近
代

的
な
公
園
も
必
要
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
私
は
い
つ
ま
で
も
歴

史
と
自
然
の
ま
ち
、
萩
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

大
阪
府
富
田
林
市　

村
上
高

子
（
江
向
出
身
）

　

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
い
つ

も
楽
し
く
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
特
に
10
号
の

心
の
風
景
の
カ
ッ
ト
は
懐
か
し

く
、
食
い
入
る
よ
う
に
見
ま
し

た
。
私
の
教
員
新
任
２
年
目
に

当
た
る
木
間
小
中
学
校
の
運
動

会
の
も
よ
う
だ
っ
た
の
で
す
。

　
旭
川
に
住
む
よ
う
に
な
り
30

年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
年
を
追

う
ご
と
に
萩
に
対
す
る
懐
か
し

さ
が
増
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

わ
ず
か
２
年
間
な
が
ら
高
校
生

活
を
萩
で
送
っ
た
夫
も
、
自
分

　
観
光
都
市
と
し
て
更
な
る
発
展
を

の
知
ら
な
い
萩
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
発
見
し
、
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

萩
へ
は
毎
年
帰
っ
て
い
ま

す
。
都
市
開
発
も
大
変
重
要
な

事
と
思
い
ま
す
が
、
古
い
歴
史

と
町
並
み
を
残
し
な
が
ら
の
萩

市
の
発
展
を
心
よ
り
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
旭
川
市　

津
吉
八
恵

子
（
西
木
間
出
身
）

　

機
会
を
み
つ
け
て
は
、
実
家

へ
帰
っ
て
お
り
ま
す
。
古
い
た

た
ず
ま
い
の
残
る
町
並
み
の
懐

　
萩
で
過
ご
し
た
23
年
間
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
私
の
一
番
の
宝
物
で
す

　
年
を
追
う
ご
と
に
萩
に
対
す
る

　
　
　
　
　
懐
か
し
さ
が
増
し
て
い
き
ま
す

　
下
瀬
武
雄
さ
ん
は
山
口
市
で
シ
モ
セ
ス
タ
ジ
オ
を
開
業
す
る
前
、
萩

市
の
兄
さ
ん
の
写
真
館
を
手
伝
い
な
が
ら
写
真
技
術
を
習
得
し
ま
し

た
。
そ
の
こ
ろ
写
真
館
の
仕
事
と
は
別
に
、
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン

と
し
て
町
で
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
し
た
。

　
当
時
の
フ
イ
ル
ム
は
散
逸
し
た
も
の
の
、
め
ぼ
し
い
作
品
は
四
つ
切

り
サ
イ
ズ
の
プ
リ
ン
ト
で
ほ
ぼ
全
部
保
存
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
中
か

ら
１
１
７
点
を
選
ん
で
写
真
集
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

な
い
の
で
、
現
在
の
カ
メ
ラ
の

よ
う
に
連
写
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

写
真
集
の
作
品
は
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
狙
い
す
ま
し

て
一
発
で
撮
影
し
、
ほ
と
ん
ど

ノ
ー
ト
リ
ミ
ン
グ
で
プ
リ
ン
ト

し
た
そ
う
で
す
。

　
「
当
時
、
萩
の
新
聞
記
者
は

写
真
が
苦
手
な
人
が
多
か
っ
た

の
で
、
写
真
を
撮
っ
て
あ
げ
て

新
聞
に
載
っ
た
り
、
コ
ン
テ
ス

ト
に
入
賞
し
た
り
す
る
と
嬉
し

か
っ
た
で
す
ね
え
」。

　

下
瀬
さ
ん
に
は
、
赤
い
羽

根
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
・
厚
生

大
臣
賞
、
日
本
写
真
美
術
展
・

入
賞
、
ア
サ
ヒ
カ
メ
ラ
年
鑑

（
１
９
５
８
版
）
収
録
、
月
刊

PLAYBO
Y

創
刊
８
周
年
記
念

公
募PH

O
TO

部
門
１
位
な
ど

の
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　
写
真
集
に
は
子
供
と
犬
や
猫

が
よ
く
出
て
い
る
の
で
、
子
供

好
き
動
物
好
き
の
人
で
は
な
い

か
、
と
予
想
し
な
が
ら
山
口
市

の
シ
モ
セ
ス
タ
ジ
オ
を
訪
ね
る

と
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に
は
人
物
写

真
と
共
に
犬
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト

が
飾
っ
て
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
満
70
歳
に
な
っ
た
の
を

節
目
に
写
真
集
を
出
し
た
の
で

す
か
、
と
い
う
質
問
に
「
い
や

あ
、
た
ま
た
ま
保
険
が
満
期
に

　
よ
み
が
え
る

　
40
年
前
の
暮
ら
し

　「
時
代
」
の

　
　
　
貴
重
な
記
録

写真集人間万才

図書館脇の池で遊ぶ　　　　　　　　喧嘩する子供

愛機マミヤシックスを持つ下瀬さん

カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
で

　
刺
激
を
受
け
て

　
　
熱
中
し
ま
し
た

（４）



　

皆
さ
ん
は
、
ど
ん
な
修
学

旅
行
の
思
い
出
を
持
っ
て
い

ま
す
か
。
同
窓
会
の
折
り
な

ど
、
修
学
旅
行
の
思
い
出
談

義
に
花
を
咲
か
せ
る
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
残
念
な

が
ら
何
ら
か
の
理
由
で
修
学

旅
行
に
参
加
で
き
な
か
っ
た

人
は
こ
の
輪
に
入
る
こ
と
も

で
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
年
を
と

る
に
従
い
、
参
加
で
き
な
か
っ

た
こ
の
修
学
旅
行
へ
の
思
い
は

強
く
な
っ
て
い
く
ば
か
り
で
す
。

　

昭
和
37
年
に
実
施
し
た
、

萩
高
等
学
校
第
15
期
生
の
修

学
旅
行
に
も
約
13
人
の
参
加

で
き
な
か
っ
た
生
徒
が
い
ま

し
た
。
同
級
生
と
話
す
と
き

も
、
こ
の
話
題
に
な
る
と
悲

し
い
思
い
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
年
の
卒

業
生
に
は
面
白
い
こ
と
を
考

え
つ
く
人
が
い
る
た
め
、
こ

の
元
生
徒
た
ち
に
救
済
の
手

が
差
し
伸
べ
ら
れ
ま
し
た
。

「
も
う
一
度
、
修
学
旅
行
を

し
よ
う
！
」。
こ
の
話
は
ど

ん
ど
ん
前
に
進
み
、
今
回
、

つ
い
に
日
程
が
決
定
し
ま
し

た
。
コ
ー
ス
は
当
時
の
ル
ー

ト
そ
の
ま
ま
に
、
本
当
に

35
年
前
の
再
現
と
な
り
ま
し

た
。
当
時
参
加
で
き
な
か
っ

た
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、
同
級

生
と
も
う
一
度
思
い
出
を
作

り
た
い
生
徒
も
、
ど
し
ど
し

参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
こ
と
で
す
の
で
、
昭
和
38

年
卒
業
、
第
15
期
生
の
皆
さ
ん
、

連
絡
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

●
日　

程　

平
成
９
年
１

月
11
日
（
土
）　

萩
市
出
発

（
チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス
）
〜
宮

崎
（
ホ
テ
ル
神
田
橋
集
合
）

12
日
（
日
）　

鹿
児
島
（
重

富
荘
泊
）

13
日
（
月
）　

島
原
（
ホ
テ

ル
南
風
楼
泊
）

14
日
（
火
）　
萩
市
着

※
途
中
参
加
大
歓
迎
！

●
連
絡
先　

萩
市
幹
事　

長

寿
寺　
古
屋
ま
で

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
３
８・２
２・２
５
８
０

を
握
る
男
の
人
は
真
剣
な
表
情

で
、
こ
の
最
新
式
農
具
の
使
い

勝
手
を
あ
れ
こ
れ
考
え
て
い
る

よ
う
で
す
。
そ
ば
で
は
学
校

帰
り
の
子
供
が
見
物
し
て
い
ま

す
。
今
の
耕
耘
機
と
比
べ
れ
ば

お
笑
い
種
で
し
か
な
い
代
物
で

す
が
、
農
業
の
機
械
化
は
こ
こ

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
し
て
も
農
家
の
人
や

子
供
達
の
、
農
機
具
に
向
け

る
熱
い
眼
差
し
が
ほ
ほ
え
ま
し

く
、
味
わ
い
の
あ
る
記
録
写
真

で
す
。

　

こ
ん
な
写
真
も
あ
り
ま
す
。

市
議
会
議
員
の
選
挙
戦
で
し
ょ

う
か
、
候
補
ら
し
い
人
が
街
角

で
演
説
し
て
い
ま
す
。
通
り
が

か
り
の
人
や
近
所
の
子
供
が
立

ち
止
ま
っ
て
聞
い
て
い
ま
す
。

演
説
す
る
人
の
脇
に
自
転
車
が

あ
る
の
で
、
こ
の
人
は
自
転
車

で
廻
っ
て
い
る
ら
し
い
、
と
わ

か
り
ま
す
。 

選
挙
運
動
の
原
点

を
写
し
た
写
真
を
見
る
と
「
運

動
員
を
沢
山
集
め
て
車
で
廻
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
何
時
頃
か

ら
だ
ろ
う
か
」
と
考
え
て
し
ま

い
ま
す
。

か
し
さ
と
、
新
し
い
建
築
の
風

景
に
驚
き
な
が
ら
、
萩
の
健

在
な
る
成
長
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　
こ
の
機
会
に
萩
へ
の
思
い
を

３
つ
お
伝
え
致
し
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
感
謝
の
気
持
ち

で
す
。
萩
で
一
生
懸
命
が
ん

ば
っ
て
い
る
皆
様
は
、
故
郷
を

支
え
、
育
て
て
未
来
へ
つ
な
い

で
い
っ
て
い
る
と
感
じ
ず
に
は

い
ら
れ
ず
、
そ
う
い
っ
た
気
持

ち
が
感
謝
の
気
持
ち
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
誇
り
で
す
。
萩

の
出
身
で
、
萩
を
支
え
て
い
る

皆
様
が
居
て
、
立
派
に
活
動
し

て
い
る
。
そ
の
全
て
を
誇
り
に

思
い
ま
す
。　
　

　

３
つ
目
が
、
夢
で
す
。
い
つ

か
は
萩
に
戻
り
た
い
、
と
い
う

夢
で
す
。
そ
の
頃
の
萩
は
、
私

が
生
ま
れ
育
っ
た
痕
跡
も
残
し

て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
生
き
る
魅
力
の
あ
る

萩
で
あ
れ
ば
、
そ
の
夢
は
現
実

の
も
の
で
あ
り
、
そ
う
あ
っ
て

ほ
し
い
と
祈
る
限
り
で
す
。

　

奈
良
県
五
條
市　

草
野
靖
司

（
大
井
出
身
）　

　
感
謝
と
誇
り
と
夢
を
伝
え
た
い

修学旅行に行こう！
萩高校第 15 期生が

当時の修学旅行コースで再現
参加者募集中

な
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
ま
と
ま
っ

た
金
が
入
っ
た
ん
で
、
こ
れ
を

逃
し
た
ら
二
度
と
チ
ャ
ン
ス
は

無
い
と
思
っ
て
、
出
版
を
決
心

し
ま
し
た
。
だ
け
ど
お
金
と
い

う
も
の
は
目
減
り
す
る
も
の
で

す
ね
え
。
印
刷
に
手
間
取
る
う

ち
に
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
き
て
、

最
後
は
印
刷
代
を
払
う
の
が

や
っ
と
、
と
い
う
金
額
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
」。

　
そ
れ
で
も
貴
重
な
決
定
的
瞬

間
を
、
と
に
か
く
モ
ノ
に
で
き

た
の
で
す
か
ら
、
ま
ず
は
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
人
間
万
才　

下
瀬
武
雄
写

真
集
昭
和
20
年
代 

萩
」
を
購
入

希
望
の
方
は
左
記
の
い
ず
れ
か

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

定
価
１
５
０
０
円
（
送
料
は
ご

負
担
く
だ
さ
い
）。

〒
７
５
３　

山
口
市
中
央
２
丁

目
４
｜
２

シ
モ
セ
ス
タ
ジ
オ　
下
瀬
武
雄

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
３
９・２
２・６
９
３
７

〒
７
５
８　
萩
市
瓦
町
22

シ
モ
セ
ス
タ
ジ
オ　
下
瀬
信
夫

　
ま
た
写
真
の
中
の
電
柱
に
は

「O
N

E　

W
AY

」
と
い
う
進
駐

軍
が
設
置
し
た
交
通
標
識
が

写
っ
て
い
て
、
萩
で
一
方
通
行

が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

　
そ
ん
な
理
屈
っ
ぽ
い
見
方
を

し
な
く
て
も
、
高
島
田
の
花

嫁
さ
ん
が
挨
拶
廻
り
を
す
る
場

面
、
お
寺

で
説
法
の
あ
る
日
に
下
足
番
を

す
る
老
人
、
風
船
ガ
ム
を
ふ
く

ら
ま
す
子
供
、
春
日
神
社
前
の

競
馬
、
運
動
会
で
力
走
す
る
お

父
さ
ん
等
々
、
見
て
い
る
と
、

何
と
も
云
え
な
い
懐
か
し
さ
が

こ
み
上
げ
て
き
ま
す
。

　
写
真
に
記
録
さ
れ
た
40
年
前

の
日
常
生
活
を
み
て
い
る
と
、

人
間
関
係
が
今
よ
り
も
濃
密

で
、
大
人
も
子
供
も
老
人
も
、

み
ん
な
自
分
の
い
る
べ
き
所
に

い
て
、
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て

い
る
の
が
印
象
的
で
す
。

　
経
済
的
に
は
今
と
は
比
べ
よ

う
も
な
い
ほ
ど
貧
し
い
時
代
で

し
た
が
、
心
豊
か
な
暮
ら
し
が

あ
っ
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
８
３
８・２
２・０
１
２
９

下足番をする老人　　　　　　　　　　　　　　　　　街頭演説をする立候補者

笑顔の素敵な澄江さん
（後に下瀬さんのお嫁さんになった人）

新式農機具を吟味する農家の人 浜崎でチャンバラに夢中の子供

（５）



　
広
瀬
川
と
け
や
き
並
木
の
美

し
い
杜
の
都
・
仙
台
に
赴
任

し
て
三
度
目
の
秋
を
迎
え
ま
し

た
。
日
本
経
済
新
聞
社
に
入

社
（
昭
和
46
年
）
以
来
、
広
島
、

東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
と
転
勤

を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
白
河

の
関
を
越
え
て
の
勤
務
は
初
め

て
。
し
ば
ら
く
は
気
候
風
土
か

ら
人
付
き
合
い
ま
で
戸
惑
い
の

連
続
で
し
た
。

　

な
か
で
も
、
初
対
面
の
人

に
会
う
と
前
任
地
は
も
と
よ

り
、
出
身
地
を
根
掘
り
葉
掘
り

聞
か
れ
る
の
に
は
驚
か
さ
れ
ま

し
た
。「
大
阪
か
ら
来
ま
し
た
」

と
い
う
と
、「
関
西
で
す
か
…
」

と
相
手
の
反
応
は
い
ま
ひ
と
つ

ぱ
っ
と
し
ま
せ
ん
。
関
西
人
、

と
り
わ
け
関
西
弁
に
、
東
北
の

人
は
根
強
い
抵
抗
感
を
抱
い
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

も
っ
と
も
、
私
の
言
葉
が
関

西
弁
で
な
い
の
を
み
て
、「
で

も
、
ご
出
身
地
は
違
う
で
し
ょ

う
」
と
、

あ
る
種
の
期
待
感
を
込
め
て
尋

ね
て
き
ま
す
。「
も
っ
と
西
の

方
で
す
」
と
言
う
と
、「
西
っ

て
ど
こ
で
す
か
」
と
た
た
み
か

け
、「
山
口
県
で
す
」
と
答
え

る
と
「
山
口
は
ど
ち
ら
で
」
と

続
き
ま
す
。

　
私
が
一
瞬
た
め
ら
い
な
が
ら

も
、「
え
ー
、実
は
萩
な
ん
で
す
」

と
答
え
る
と
、
皆
さ
ん
一
様
に

複
雑
な
表
情
を
浮
か
べ
、
そ
の

後
は
判
で
押
し
た
よ
う
に
同
じ

言
葉
が
返
っ
て
き
ま
す
。「
仙

台
藩
は
い
い
で
す
が
、
会
津
に

行
か
れ
る
時
は
く
れ
ぐ
れ
も
気

を
付
け
て
く
だ
さ
い
」。

　
詳
し
い
説
明
は
不
要
か
と
思

い
ま
す
が
、
旧
会
津
藩
は
明

治
維
新
前
後
の
戊
辰
戦
争
で
薩

摩
・
長
州
軍
に
敗
れ
、
白
虎
隊

自
刃
な
ど
数
多
く
の
悲
劇
を
生

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
会
津
若
松

市
を
こ
の
夏
初
め
て
訪
ね
ま
し

た
。
駅
か
ら
鶴
ヶ
城
ま
で
約
２

キ
ロ
を
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
ま
し
た

が
、
落
ち
着
い
た
街
の
た
た
ず

ま
い
は
、
萩
と
非
常
に
似
通
っ

た
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　

訪
問
の
目
的
は
、
長
州
人
へ

の
こ
だ
わ
り
を
テ
ー
マ
に
し
た

市
民
劇
「
早
春
譜
」
の
取
材
で

し
た
。
公
募
シ
ナ
リ
オ
の
中
で

最
優
秀
に
選
ば
れ
た
作
品
で
、

会
津
の
旧
家
の
女
性
と
萩
出
身

者
の
青
年
が
恋
に
落
ち
る
が
、

会
津
人
の
誇
り
高
い
祖
父
が
猛

反
発
す
る
と
い
う
筋
書
き
で

す
。
祖
父
の
心
の
動
き
を
軸
に

和
解
に
至
る
人
模
様
を
ホ
ー
ム

ド
ラ
マ
風
に
描
い
て
い
ま
す
。

　

公
演
日
は
11
月
24
日
で
、
出

演
者
、
ス
タ
ッ
フ
約
１
０
０
人

は
す
べ
て
市
民
と
い
う
手
作
り

舞
台
で
す
。
裏
方
の
一
人
で
会

津
風
雅
堂
の
関
係
者
は
「
未
来

を
閉
ざ
す
こ
だ
わ
り
が
、
会
津

人
に
好
ま
し
い
こ
と
な
の
か
ど

う
か
」
と
、
市
民
劇
の
ね
ら

い
を
控
え
め
に
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

会
津
と
萩
の
間
に
は
、
過
去

に
二
度
、
姉
妹
提
携
や
和
解
話

が
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も

会
津
側
の
反
発
で
”
破
談
”
に

な
っ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
最

近
に
な
っ
て
、
市
民
レ
ベ
ル
で

の
相
互
訪
問
な
ど
交
流
が
活
発

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
萩

市
長
あ
て
に
公
演
の
招
待
状
を

送
っ
た
と
い
う
風
雅
堂
で
は
、

「
で
き
れ
ば
萩
で
も
こ
の
劇
を

上
演
し
た
い
」
と
、友
好
の
ボ
ー

ル
を
投
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
話
を
新
聞
紙
上
で

紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
が

き
っ
か
け
で
会
津
若
松
商
工
会

議
所
の
若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ

か
ら
声
が
か
か
り
、
先
日
ま
た

会
津
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
会

津
藩
校
日
新
館
の
方
を
始
め
総

勢
20
人
近
く
い
ら
し
た
で
し
ょ

う
か
。
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が

ら
、
な
ご
や
か
に
、
ざ
っ
く
ば

ら
ん
な
論
議
が
深
更
に
及
び
ま

し
た
。

　
酒
席
で
の
乾
杯
は
ビ
ー
ル
で

は
な
く
、
必
ず
会
津
の
地
酒

で
と
い
う
よ
う
に
、
皆
さ
ん
会

津
へ
の
こ
だ
わ
り
が
強
烈
で
し

た
。
萩
焼
、
会
津
塗
り
な
ど
展

示
会
を
通
じ
て
経
済
的
、
文
化

的
交
流
を
大
い
に
進
め
た
い
、

と
い
う
一
方
で
「
政
治
的
和
解

に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
必
要
」

と
い
う
の
が
、
大
方
の
意
見
で

し
た
。

　
戊
辰
戦
争
か
ら
約
１
３
０
年

で
す
が
、
こ
の
年
月
が
長
い
か

短
い
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
置
か
れ

た
立
場
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の

な
の
で
し
ょ
う
。
戦
争
に
よ
る

心
の
傷
が
そ
う
簡
単
に
癒
る
と

は
思
い
ま
せ
ん
が
、「
早
春
譜
」

と
い
う
市
民
劇
を
糸
口
に
、
会

津
と
萩
の
歴
史
的
和
解
が
進
ん

で
ほ
し
い
、
と
「
当
事
者
」
の

一
人
と
し
て
切
に
願
っ
て
い
ま

す
。

（
日
本
経
済
新
聞
仙
台
支
局
長
、

昭
和
40
年
萩
高
卒
）

  

安
政
６
年
（
１
８
５
９
）

10
月
27
日
11
時
頃
、
伝
馬
町

獄
舎
に
於
い
て
、
吉
田
松
陰

は
処
刑
さ
れ
ま
し
た
。
享
年

29
歳
。
29
日
、
桂
小
五
郎
、

伊
藤
利
輔
ら
は
遺
骸
を
受
け

取
る
た
め
に
奔
走
し
た
と
い

わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
小
塚
原

回
向
院
下
屋
敷
常
行
庵
に
葬

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
遺

骨
は
現
在
の
世
田
谷
松
陰
神

社
に
葬
ら
れ
、
明
治
２
年
に

は
門
下
生
た
ち
に
よ
っ
て
同

じ
場
所
に
祠
を
建
て
、
現
在

の
松
陰
神
社
と
な
っ
た
と
い

わ
れ
ま
す
。

　
吉
田
松
陰
と
い
う
人
物
に

よ
る
共
通
の
歴
史
を
も
つ
萩

市
と
世
田
谷
が
祭
り
を
通
じ

て
交
流
を
深
め
よ
う
と
平
成

４
年
第
１
回
萩
・
世
田
谷
幕

末
維
新
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

  

第
５
回
目
と
な
る
今
回
は

10
月
19
・
20
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
区
民
へ
の
定
着
も
あ

り
、
ま
た
天
候
に
も
恵
ま
れ
両

日
と
も
大
勢
の
参
加
者
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
世
田
谷
と
萩
市

の
関
係
者
や
松
陰
や
高
杉
晋
作

等
の
縁
の
人
が
出
席
し
て
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ

れ
、
会
場
に
は
萩
市
か
ら
萩
焼
、

海
産
物
、
地
酒
な
ど
萩
特
産
品

の
販
売
コ
ー
ナ
ー
が
店
開
き
さ

れ
、
い
ず
れ
も
東
京
で
は
な
か

な
か
手
に
入
り
に
く
い
も
の
も

多
く
、
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
萩
焼
き
作
家

金
子
信
彦
氏
が
直
接
手
ほ
ど
き

す
る
陶
芸
教
室
は
大
人
気
で
、

応
募
者
が
多

す
ぎ
た
た
め
抽
選
で
選
ば
れ
た

30
人
が
参
加
。
会
場
で
で
き
た

作
品
は
萩
に
持
ち
帰
り
、
焼
き

上
げ
た
後
12
月
頃
に
は
作
者
の

手
元
に
届
く
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

20
日
に
は
、
地
元
国
士
館
高

校
の
生
徒
ら
50
人
が
扮
し
た
奇

兵
隊
が
世
田
谷
通
り
か
ら
松

陰
神
社
ま
で
を
パ
レ
ー
ド
、

時
な
ら
ぬ
時
代
絵
巻
に
商
店

街
の
人
か
ら
、
よ
り
大
き

な
拍
手
が
沸
き
上
が
り
ま
し

た
。

　

そ
の
外
、
会
場
で
は
幕
末

維
新
写
真
資
料
展
、
写
真
展
、

地
元
神
輿
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
催
さ
れ
終
日
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
吉
田
松
陰
が
縁

　
　
　
　
萩
・
世
田
谷
幕
末
維
新
祭
り

　
萩
市
瓦
町
シ
モ
セ
ス
タ
ジ
オ

の下
瀬
信
雄
さ
ん
は
市
川
準
監
督

の
映
画
「
東
京
夜
曲
」
に

出
演
し
ま
し
た
。

　

こ
の
映
画
は
下
町
の
商

店
街
を
舞
台
に
し
た
、
人

情
恋
物
語
と
い
っ
た
作
品

で
、
下
瀬
さ
ん
の
役
は
商

店
街
の
中
に
あ
る
写
真
館

の
主
人
・
写
真
師
で
す
。

　

９
月
末
に
、
日
活
ス
タ

ジ
オ
と
東
京
の
門
前
仲
町

の
ロ
ケ
現
場
で
、
写
真
館

に
来
た
上
川
隆
也
さ
ん
を 

写
真
に
撮
る
場
面
な
ど
を

撮
影
し
ま
し
た
。

　

出
演
者
は
長
塚
京
三
、

倍
賞
美
津
子
、
上
川
隆
也
、

桃
井
か
お
り
と
い
っ
た
顔

ぶ
れ
、
市
川
監
督
は
「
東

京
兄
弟
」、「
病
院
で
死
ぬ

　

下
瀬
信
雄
さ
ん
が
映
画
に
出
演

　

会
津
と
長
州
と
新
聞
記
者

　
　
ー
百
三
十
年
の
こ
だ
わ
り
を
取
材
す
る
ー　
土
田
芳
樹

写
真
師
の
役
で
・
・
・

　

こ
の
演
劇
は
、
萩
の
青
年
と

会
津
若
松
の
娘
と
の
結
婚
に
至

る
ま
で
の
苦
難
の
様
子
を
ホ
ー

ム
ド
ラ
マ
風
に
表
現
し
て
い

る
。
時
は
現
代
、
場
所
は
会

津
若
松
市
の
旧
家
。
こ
こ
の
当

主
吉
エ
門
は
、
戊
辰
の
亡
霊
と

陰
口
さ
れ
る
ほ
ど
の
薩
摩
、
長

州
嫌
い
で
有
名
で
あ
る
と
の
設

定
。
あ
る
日
、
こ
の
吉
エ
門

の
も
と
へ
孫
娘
か
ら
婚
約
者
を

連
れ
て
く
る
と
の
知
ら
せ
が
入

る
。
目
に
入
れ
て
も
痛
く
な
い

程
可
愛
が
っ
て
い
る
孫
娘
の
こ

と
、
吉
エ
門
の
胸
中
は
穏
や
か

で
は
な
か
っ
た
が
、
会
っ
て

み
る
と
中
々
の
好
青
年
。
吉
エ

門
も
親
戚
も
こ
れ
な
ら
ば
、
と

思
っ
た
矢
先
、
青
年
の
口
か
ら

は
「
出
身
地
は
萩
市
」
で
あ
る

と
。
そ
の
言
葉
と
同
時
に
態
度

が
豹
変
、
頭
ご
な
し
に
反
対
す

る
吉
エ
門
。
必
死
に
吉
エ
門
に

懇
願
す
る
青
年
と
頑
固
な
ま
で

に
拘
り
を
続
け
る
吉
エ
門
の
人

間
模
様
が
展
開
す
る
。
途
中
、

青
年
の
祖
母
が
登
場
し
、
ス

ト
ー
リ
ー
は
意
外
な
方
向
へ
展

開
。
心
揺
れ
動
く
吉
エ
門
、
結

末
は
如
何
に
。

　

早
春
譜
は
、
原
作
・
脚
本

は
会
津
若
松
市
内
で
一
般
公
募

し
、
応
募
の
あ
っ
た
中
の
最

優
秀
作
品
で
演
出
か
ら
舞
台
監

督
、
小
道
具
、
照
明
、
音
響

に
至
る
ま
で
、
全
て
に
お
い
て

会
津
若
松
市
民
の
手
で
行
わ
れ

る
。
出
演
者
は
、
事
前
に
萩
へ

訪
れ
方
言
や
人
柄
な
ど
に
つ
い

て
調
査
・
研
究
を
す
る
な
ど
、

役
作
り
に
至
る
ま
で
万
全
と
い

う
。

　

今
回
、
こ
の
演
劇
が
会
津

若
松
市
で
上
演
さ
れ
る
背
景
に

は
、
歴
史
の
上
で
悲
し
い
出
来

事
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
戊

辰
戦
争
へ
の
拘
り
が
あ
る
。
戊

辰
戦
争
か
ら
１
３
０
年
余
り
、

現
代
に
生
き
る
会
津
若
松
市
民

が
こ
の
拘
り
へ
の
是
非
を
問
う

も
の
で
あ
る
。
人
を
不
幸
に
ま

で
し
て
し
ま
う
拘
り
、
未
来
を

閉
ざ
し
て
し
ま
う
拘
り
、
こ
れ

ら
は
捨
て
て
し
ま
う
べ
き
で
は

な
い
の
か
。
ス
タ
ッ
フ
、
関
係

者
の
中
に
は
、
こ
う
し
た
ね
ら

い
が
あ
る
よ
う
だ
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
演
劇

の
醍
醐
味
は
、
会
津
若
松
市
民

自
身
が
こ
の
拘
り
の
部
分
を
ど

う
表
現
し
、
結
末
を
雪
解
け
の

方
向
へ
導
く
の
か
、
は
た
ま
た

拘
り
を
残
し
続
け
る
の
か
、
こ

う
し
た
所
が
一
番
の
魅
力
で
あ

る
と
感
じ
る
。

　

演
劇
を
通
し
、
近
い
将
来
民

間
か
ら
で
も
交
流
が
起
こ
る
こ

と
を
切
に
願
う
も
の
で
あ
る
。

と　

き　

11
月
24
日
（
日
）　

開
場
午
後
１
時　

開
演
午
後
２

時と
こ
ろ　

會
津
風
雅
堂　

福
島

県
会
津
若
松
市
城
東
町

入
場
料　

１
，
０
０
０
円
（
全

席
自
由
）

問
い
合
わ
せ　
（
財
）
会
津
若

松
文
化
振
興
財
団　

會
津
風
雅

堂（０
２
４
２・２
７・０
９
０
０
）

「
早
春
譜
」
と
は

と
い
う
こ
と
」、「BU

SU

」
な

ど
の
映
画
の
ほ
か
に
、「
た
ん

す
に
ゴ
ン
」、「
わ
た
し
は
コ
レ

で
会
社
を
辞
め
ま
し
た
」
の
テ

レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
作
っ
た

人
で
す
。

　

こ
ん
な
メ
ジ
ャ
ー
な
映
画

に
、
セ
リ
フ
の
あ
る
役
で
出
た

萩
市
民

は
、
下
瀬
さ
ん
が
初
め
て
で
は

ない
か
と
評
判
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

本
番
の
時
は
、
覚
え
た
は
ず

のセ
リ
フ
が
な
か
な
か
出
て
こ
な

いほ
ど
緊
張
し
た
そ
う
で
す
。

　
そ
れ
で
も
写
真
家
の
下
瀬
さ

ん
は
、
ス
チ
ー
ル
写
真
と
は
違

う
ス
タ
ジ
オ
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
、

機
材
な
ど
を
見
て
、
結
構
楽
し

ん
で
き
た
よ
う
で
す
。

　
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
ギ
ャ
ラ

の
方
で
す
が
「
金
額
を
云
っ

た
ら
女
房
に
馬
鹿
に
さ
れ
ま
し

た
。」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
「
東
京
夜
曲
」
は
来
年
の
秋

に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　心の
　　風景

　昭和 48 年の大井小学校の校舎。当時は木造２階建校
舎で、校舎玄関側にはソテツの木が植えられている。昭
和 56 年に、鉄筋３階建ての現在の校舎に建て替えられ
た。

（６）
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カ
キ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
へ
の
進
化
を
体
験

（７）

を
授
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
明

治
時
代
に
お
い
て
我
国
を
代
表

す
る
気
象
関
係
の
論
文
の
一
つ

で
、
シ
カ
ゴ
で
開
催
さ
れ
た
万

国
博
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
。
こ

の
論
文
は
、
初
め
て
作
ら
れ
た

日
本
の
気
候
図
と
し
て
も
、
大

正
の
終
わ
り
ご
ろ
ま
で
長
い
間

利
用
さ
れ
た
。
さ
ら
に
精
男
の

指
導
に
よ
っ
て
、
我
国
最
初
の

自
記
雨
量
計
も
試
作
さ
れ
て
い

る
。

　
明
治
28
年
に
は
第
３
代
の
中

央
気
象
台
長
に
就
任
し
、
以

来
30
年
の
長
き
に
わ
た
り
そ
の

職
に
あ
っ
た
。
そ
の
間
、
明

治
38
年
に
は
国
際
気
象
協
議
会

常
置
委
員
と
な
り
、
大
正
２
年

（
１
９
１
３
）
に
は
東
亜
気
象

台
長
会
議
を
主
催
し
て
海
外
気

象
通
報
の
充
実
に
尽
く
し
た
。

ま
た
、
大
正
２
年
に
は
地
磁
気

観
測
所
、
大
正
８
年
に
は
海
洋

気
象
台
及
び
高
層
気
象
台
を
創

設
し
て
我
国
の
気
象
事
業
を
発

　

日
本
気
象
学
の
草
分
け

　
　
　
　

現
在
の
東
京
理
科
大
学
も
創
立

私のお店

　

安
政
２
年
（
１
８
５
５
）
阿

武
郡
椿
郷
東
分
村
（
現
在
、
萩

市
椿
東
）
に
生
ま
れ
た
。
明

治
４
年
（
１
８
７
１
）
上
京
し

て
東
京
明
治
協
会
で
フ
ラ
ン
ス

語
を
学
び
、
翌
５
年
大
学
南
校

に
入
学
し
、
12
年
東
京
帝
国
大

学
理
学
部
物
理
学
科
を
卒
業
し

た
。
明
治
13
年
に
は
東
京
帝
国

大
学
教
授
メ
ン
デ
ル
ホ
ー
ル
に

協
力
し
、
富
士
山
頂
で
初
め
て

の
本
格
的
な
気
象
観
測
を
行
っ

た
。
つ
い
で
明
治
19
年
か
ら
足

掛
け
４
年
間
自
費
で
ド
イ
ツ
に

留
学
し
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
・
ハ

ン
ブ
ル
グ
海
洋
気
象
台
で
気
象

学
を
研
究
し
、「
快
晴
と
曇
天

の
日
に
お
け
る
気
圧
の
変
化
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萩　
・　
ひ　
と　
・　
人

（有）ヨシミ工芸社社長
吉
よ し

見
み

明
あ き

善
よ し

さん

インタビュー

社　長
　
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
生
き

残
り
の
カ
ギ
で
す
。
個
人
が

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
い
こ
な

し
、
垂
れ
幕
を
プ
リ
ン
ト
で
き

る
ワ
ー
プ
ロ
が
普
及
す
る
時
代

で
す
。
こ
れ
に
対
応
で
き
な
け

れ
ば
、
間
違
い
な
く
潰
れ
る
で

し
ょ
う
」。

　
看
板
の
ヨ
シ
ミ
工
芸
社
吉
見

明
善
社
長
（
41
歳
・
萩
高
48
年

卒
）
は
、
こ
う
切
り
出
し
ま
し

た
。

桃
栗
三
年
、
柿
八
年
？

　

看
板
屋
さ
ん
と
い
え
ば
、
板

に
ペ
ン
キ
で
絵
や
字
を
書
く
姿

を
想
像
し
が
ち
で
す
が
、
現
在

で
は
そ
ん
な
仕
事
は
ほ
と
ん
ど

な
く
、
粘
着
シ
ー
ト
を
カ
ッ
ト

し
て
ト
タ
ン
板
に
張
り
付
け
る

の
が
普
通
だ
そ
う
で
す
。
し
か

し
吉
見
さ
ん
が
23
歳
の
時
、
初

め
て
こ
の
世
界
に
足
を
踏
み
入

れ
た
頃
は
、
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
家
庭
の
事
情
で

大
学
を
中
退
し
、
近
所
の
看
板

屋
に
バ
イ
ト
の
つ
も
り
で
行
っ

た
の
が
従
業
員
と
な
り
、
ペ
ン

キ
で
手
書
き
す
る
時
代
の
徒
弟

制
度
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
の
世
界
で
は
「
モ
モ
グ
リ

３
年
、
カ
キ
８
年
」
と
い
う
言

葉
が
あ
っ
た
そ
う
で
、
最
初
の

３
年
間
は
、
看
板
の
下
書
き
を

紙
に
書
い
て
見
せ
る
と
、
師
匠

は
黙
っ
て
モ
モ
グ
っ
て
ゴ
ミ
箱

に
捨
て
る
、
実
際
に
書
き
始
め

る
の
に
８
年
は
か
か
る
、
と
い

う
意
味
で
す
。

　

吉
見
さ
ん
は
幸
い
に
も
、
在

学
中
に
「
レ
タ
リ
ン
グ
」
の
通

信
教
育
を
受
け
て
い
た
の
が
役

立
ち
、
ま
た
理
解
の
あ
る
師
匠

に
恵
ま
れ
た
の
で
、
３
年
で
書

か
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
26
歳
で
「
看

板
の
ヨ
シ
ミ
」
の
看
板
を
あ
げ

て
独
立
し
ま
す
。

　

開
業
後
は
、
同
級
生
が
注
文

展
さ
せ
、
帝
国
学
士
院
会
員
・

大
日
本
気
象
学
会
会
頭
な
ど
の

要
職
も
兼
ね
た
。
こ
の
よ
う
に

精
男
は
、
我
国
の
気
象
事
業

を
確
立
し
た
先
駆
者
の
一
人
で

あ
っ
た
。

　
精
男
は
気
象
事
業
だ
け
で
な

く
、
我
国
の
理
学
教
育
の
発
展

に
も
貢
献
し
た
。
明
治
14
年
東

京
理
科
大
学
の
前
身
、
東
京

物
理
学
講
習
所
が
創
立
さ
れ
た

が
、
そ
の
創
立
者
21
名
の
一
人

に
精
男
が
い
た
。
創
立
者
た
ち

は
、
す
べ
て
東
京
帝
国
大
学
理

学
部
物
理
学
科
出
身
者
で
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
20
歳
代
の
青
年

で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
理
学
の
普

及
を
も
っ
て
科
学
黎
明
期
の
我

国
発
展
の
基
礎
を
築
こ
う
と
す

る
、
青
年
学
士
た
ち
の
熱
き
思

い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
明
治
16

年
東
京
物
理
学
講
習
所
は
東
京

物
理
学
校
と
改
称
し
、
つ
い
で

18
年
に
は
そ
の
永
続
的
な
維
持

と
発
展
の
た
め
に
創
立
者
た
ち

で
維
持
同
盟
を
作
り
、
理
学
振

興
の
初
志
を
貫
こ
う
と
誓
約
を

結
ん
だ
。
精
男
を
含
む
維
持
同

盟
者
た
ち
は
、
毎
週
２
回
ず
つ

講
義
を
行
う
義
務
を
負
い
、
手

弁
当
で
学
生
た
ち
の
指
導
に
当

た
っ
た
。
明
治
29
年
精
男
は
第

２
代
の
東
京
物
理
学
校
校
長
と

な
り
、
昭
和
５
年
（
１
９
３
０
）

気
象
学
者

　

中な
か
む
ら
き
よ
お

村
精
男
1855 〜 1930 年

就
て
」「
数
日
間
連
続
せ
る
天

気
に
就
て
」
な
ど
、
我
国
初

め
て
の
気
象
学
的
論
文
を
発
表

し
、
気
象
観
測
の
学
問
的
発
展

に
努
め
た
。
明
治
26
年
に
は
我

国
の
気
候
を
外
国
に
紹
介
す
る

た
め
に
、「
日
本
の
気
候
」
と

い
う
論
文
を
英
文
で
著
し
、
こ

れ
に
よ
っ
て
理
学
博
士
の
学
位

を
く
れ
た
り
、
萩
商
工
会
議
所

青
年
部
や
青
年
会
議
所
の
仲
間

か
ら
の
注
文
で
、
比
較
的
ス

ム
ー
ズ
に
事
業
を
軌
道
に
乗
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う

し
た
体
験
か
ら
人
間
関
係
の
重

要
さ
を
知
り
、
後
に
萩
や
阿
武

郡
の
若
い
人
た
ち
と
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
「
飛
耳
長
目
の
会
」

を
結
成
し
、
町
づ
く
り
を
話
し

合
う
な
ど
し
て
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

逝
去
す
る
ま
で
36
年
間
も
そ
の

職
を
全
う
し
た
。

　
精
男
は
語
学
に
も
精
通
し
て

お
り
、
英
・
仏
・
独
語
な
ど
を

話
し
、
さ
ら
に
日
本
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
学
会

理
事
長
と
し
て
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

の
普
及
に
も
努
め
た
。

　
東
京
物
理
学
校
の
卒
業
生
に

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
で
、「
希
望
と

執
着
と
忍
耐
と
を
旗
印
と
し
て

倦
む
こ
と
な
く
戦
え
、
勝
利
の

栄
光
は
遂
に
君
等
の
上
に
輝
く

で
あ
ろ
う
」
と
い
う
言
葉
を
よ

く
贈
っ
た
と
い
う
。
明
治
維
新

と
い
う
苦
難
と
栄
光
の
時
代
を

く
ぐ
り
抜
け
て
き
た
、
幕
末
萩

人
の
気
概
を
彷
彿
さ
せ
る
。

【
参
考
文
献
】

気
象
庁
「
気
象
百
年
史
」

東
京
理
科
大
学
「
東
京
理
科
大

学
百
年
史
」

吉
川
弘
文
館
「
国
史
大
辞
典
」

三
好
晃
太
郎
「
中
村
精
男
博
士

を
憶
ふ
」

　

偉　
人　
伝

パ
ソ
コ
ン
を

　
　
フ
ル
活
用
し
て

　
ヨ
シ
ミ
工
芸
社
に
は
６
人
の

従
業
員
が
働
い
て
お
り
、
仕

事
で
は
ま
ず
顧
客
が
看
板
の
イ

メ
ー
ジ
を
つ
か
み
や
す
い
よ

う
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
現

地
の
写
真
の
上
に
看
板
を
合
成

し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

作
成
し
ま
す
。
顧
客
が
納
得
し

プ
レ
イ
に
な
り
ま
す
。
一
方
、

「
魚
ま
つ
り
」、「
維
新
ま
つ
り
」、

「
時
代
ま
つ
り
」
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
で
使
う
布
製
の
垂
れ
幕
、

横
断
幕
は
、
今
で
も
手
書
き
で

作
っ
て
い
ま
す
。

生
き
残
り
を
か
け
て　

　
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
カ
ギ

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
使
い

こ
な
さ
な
い
と
生
き
残
れ
な
い

で
し
ょ
う
。」
と
吉
見
さ
ん
は
云

い
ま
す
。

　

15
年
前
、
萩
市
内
に
10
社

あ
っ
た
看
板
業
者
が
今
で
は
５

社
と
な
り
、
そ
の
う
ち
２
社
は

ま
だ
昔
な
が
ら
の
手
書
き
で
看

板
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
注
文
さ
れ
た
通
り
の
看
板
を

作
っ
て
い
れ
ば
よ
い
時
代
か

ら
、
顧
客
に
提
案
で
き
る
広
告

情
報
産
業
と
し
て
の
看
板
屋
さ

ん
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
モ
ノ
作
り

に
利
用
し
た
パ
ソ
コ
ン
を
、
情

報
作
り
に
ど
う
生
か
す
か
が
カ

ギ
に
な
り
そ
う
で
す
。

た
ら
、
パ
ソ
コ
ン
上
で
デ
ザ
イ

ン
し
、
自
動
的
に
粘
着
シ
ー
ト

を
切
り
抜
き
、
シ
ー
ト
の
上
に

写
真
を
印
刷
す
る
な
ど
の
お
化

粧
を
施
し
、
そ
れ
を
ト
タ
ン
板

に
張
り
付
け
る
看
板
本
体
の
作

製
作
業
に
か
か
り
ま
す
。
最
近

の
看
板
は
ま
す
ま
す
大
型
化
す

る
傾
向
に
あ
る
の
で
、
鉄
骨
の

支
柱
の
上
に
看
板
を
取
り
付
け

る
こ
と
も
多
く
、
そ
の
場
合
は

鉄
工
所
や
建
設
業
者
と
の
連
係

　
愛
知
県
江
南
市
在
住
で
萩
市

出
身
の
松
野
俊
男
さ
ん
が
、
10

月
20
日
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
く
れ
い
」

（
英
語
で
粘
土
と
い
う
意
味
）

を
開
設
し
ま
し
た
。

　
「
夫
婦
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
開

設
す
る
こ
と
が
一
つ
の
夢
で
し

た
。
こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
若
い

人
の
発
表
の
場
と
な
っ
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。」
と
松
野
さ

ん
。
松
野
さ
ん
自
身
ジ
ャ
ズ

が
好
き
で
自
ら
サ
ッ
ク
ス
を
吹

き
、
オ
ー
プ
ン
前
夜
祭
の
19
日

に
は
、
知
人
や
友
人
を
呼
ん
で

ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
か
れ

ま
し
た
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
音
楽

発
表
会
も
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
江
南
市
近
郊
は
陶
芸
の

メ
ッ
カ
で
あ
り
、
そ
う
い
う
風

土
の
中
で
本
当
の
萩
焼
を
皆
さ

ん
に
知
っ
て
も
ら
う
場
が
で
き

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ギ
ャ
ラ

リ
ー
は
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の

中
に
、
お
し
ゃ
れ
な
空
間
が
演

出
さ
れ
て
お
り
気
に
入
っ
て
い

ま
す
。
き
っ
と
皆
さ
ん
に
も
喜

ん
で
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
」

と
久
美
子
さ
ん
。

　

現
在
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
く
れ

い
」
で
は
俊
男
さ
ん
の
弟
で
萩

焼
作
家
・
松
野
龍
司
さ
ん
の
作

品
が
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

ギャラリー
　　　「くれい」

愛知県江南市高屋町八幡 120

☎０５８７・５４・０８３９

文字と看板を
　全国へ宅配します
◯カット済み、シート文字（粘着フィルム
　
　を字型に切ったもの）
◯研修会、講演会、会議、宴会・・・用
　タイトル、横看板、演題、式次第、垂幕
◯イベント用、会場、駐車場、表示立看板
　（イベント毎に使いまわし可能）

＊資料、ご請求は下記 TEL,FAX にて

縁ある萩人へ
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情 報 ア ラ カ ル ト

関 東 地 区

中 国 地 区

九 州 地 区

山 口 県 関 係

テ レ ビ ・ ラ ジ オ

関 西 地 区

書 籍

萩 市 関 係

◆第 18 回武蔵野美術家展
　萩出身の女性日本画家・内田青虹の作品が出品され
ます。
と　き　11 月 14 日（木）〜 11 月 24 日（日）
ところ　三鷹市・武蔵野市民文化会館（アルテ）
◆たちばな会関東支部
　たちばな会関東支部の総会を次のとおり開催しま
す。多くの皆さんの参加をお待ちしています。
と　き　11 月 29 日（金）午後６時 30 分〜
ところ　東京都港区・はあといん乃木坂
◆アイランダー１９９６
　全国から島が東京に大集合。萩からも見島・大島・
相島・櫃島（ひつしま）の萩諸島が参加し、特産品な
どが紹介されます。
と　き　11 月 23 日（土）〜 11 月 24 日（日）午前
11 時〜午後６時
ところ　東京都池袋・サンシャインシティ文化会館２階
◆ながと路観光キャンペーン
　萩・津和野・益田・長門・須佐・川上・秋芳・美東
の観光宣伝及び特産品を紹介します。
と　き　12 月２日（月）〜 12 月 20 日（金）午前
10 時〜午後６時
ところ　東京都千代田区有楽町・電気ビル１Ｆふるさ
と情報プラザ
◆世田谷ボロ市
　世田谷ボロ市のふるさと物産店に、萩市からも萩焼
などの特産品が出店されます。
と　き　12 月 15 日（日）・16 日（月）午前９時〜
午後９時
　　　　平成９年１月 15 日（祝）・16 日（木）午前
９時〜午後９時
ところ　いずれも世田谷信用金庫構内駐車場
◆萩焼作家の個展
●納富晋作陶展
と　き　11 月３日（日）〜 11 月９日（土）
ところ　東京・丸善日本橋店４Ｆギャラリー
●樋口大桂作陶展
と　き　11 月 27 日（水）〜 12 月３日（火）
ところ　横浜市・横浜高島屋７Ｆ　Ｂ画廊
●日展
　萩焼作家・田中秀男の作品が入選、展示されていま
す。
と　き　11 月２日（土）〜 11 月 24 日（日）
ところ　東京都台東区上野・東京都美術館

東 北 地 区
◆市民劇場「早春譜」
　萩の青年と会津の娘の恋愛物語です。
と　き　11 月 24 日（日）午後１時〜
ところ　会津若松市・會津風雅堂
問い合わせ　０２４２・２７・０９００
◆萩焼作家の個展
●岡田裕作陶展
と　き　11 月 10 日（日）まで
ところ　福島県福島市・大月画廊

◆第３回萩同郷会
　４年に１度の萩高・萩商・萩工・萩光塩出身者の合
同の同窓会です。多くの皆さんの参加をお待ちしてい
ます。
と　き　11 月 17 日（日）正午〜
ところ　大阪市北区梅田・大阪弥生会館
◆萩焼作家の個展
●現代陶芸　７つのメッセージ展
　萩焼作家・三輪龍作の作品が展示されます。
と　き　11 月８日（金）〜 11 月 13 日（水）

東 海 地 区
◆からたち会中京支部
　からたち会中京中京支部の総会を次のとおり開催し
ます。多くの皆さんの参加をお待ちしています。
と　き　11 月 24 日（日）正午〜
ところ　名古屋市・名古屋駅前第３堀内ビル 15 Ｆ　
北京料理「百楽」名古屋店

ところ　大阪府守口市・京阪百貨店内ギャラリーオブ
アーツアンドサイエンス
●坂高麗左衛門作陶展
と　き　11 月 27 日（水）〜 12 月３日（火）
ところ　京都市・京都高島屋

◆広島指月会発足総会
　広島指月会の発足総会を次のとおり開催します。この
会が発展していくためにも、多くの皆さんの参加をお待
ちしています。
と　き　11 月 10 日（日）正午〜
ところ　広島市中区・メルパルク広島
連絡先　赤崎辰也　０８２・８７０・２０８１
◆萩焼作家の個展
●特別展「女はどう表現されてきたのか」
　萩焼作家・三輪龍作の作品が出品されます。
と　き　11 月 10 日まで（日）
ところ　岡山市・岡山県立美術館
●兼田佳炎作陶展
と　き　11 月６日（水）〜 11 月 18 日（月）
ところ　広島市・広島そごう
●守繁徹作陶展
と　き　12 月 10 日（火）〜 12 月 16 日（月）
ところ　広島市・三越広島

◆萩焼作家の個展
●内村幹雄作陶展
と　き　11 月 21 日（木）〜 11 月 26 日（火）
ところ　山口市後河原・ラセーヌ
◆特別展「国宝」
　防府市の毛利博物館には、毛利家に伝来する美術工芸
品や歴史資料約２万点が所蔵されています。その中には、
国宝・重要文化財等国や県の文化財指定品が多く含まれ
ています。これら国宝を含む指定文化財の公開が次のと
おり開催されます。
と　き　11 月１日（金）〜 12 月１日（日）午前９時
〜午後５時（入館は午後４時 30 分まで）
ところ　防府市・毛利博物館
入館料　大人１０００円、小中生５００円（30 人以上
の団体は２割引）
※月曜が休館。ただし、11 月４日は開館、翌日が休館。

◆萩焼作家の個展
●納富晋作陶展
と　き　12 月 11 日（水）〜 12 月 15 日（日）
ところ　熊本市・熊本県伝統工芸館

◆堂々日本史「幕末国際戦争」（仮題）ＮＨＫ総合テレ
ビ
　全国に攘夷の嵐が吹き荒れる中、関門海峡で勃発し
た馬関戦争。日本史上初めて欧米列強と戦い、無残な
敗北を喫した国際戦争である。敗戦後、長州藩は敵国
イギリスと急接近し、時代は一気に討幕そして明治維
新に向かっていく。番組では、下級武士の従軍記や被
災民の聞き書きを軸にして幕末維新の大転換点・馬関
戦争のドラマを追う。
放映予定日　11 月 26 日（火）午後 10 時〜 10 時 45
分
◆日曜スペシャル「海の幸山の幸日本列島とれたてグ
ルメ旅」〜萩・津和野　北浦街道〜ＫＲＹ山口放送
　秋の北浦街道を萩・津和野・下関を中心に訪ねる。
萩から長門そして下関までの日本海のとれたてグルメ

◆ブルーガイドニッポン３５「萩・津和野・山口」（実
業之日本社）
　萩城城下町、堀内、萩城跡、指月山、東光寺、松陰
神社など萩の名勝、史跡が写真（説明）で紹介されて
いる。また、萩焼や地酒なども紹介されている。
10 月 30 日発行　定価１２４０円
◆「島の子どものあそび」多田穂波著（萩市見島出身）
　多田氏の古里・見島の子どもの頃のあそびを書いた
もの。島ならではのあそびが紹介されている。当時は、
買う遊びではなく、作るあそびであることがよくわか
る。和田康子氏の挿絵もありなかなか楽しい。
定価　２０００円（送料別）
申し込み・問い合わせ　萩市郷土博物館（０８３８・
２５・６４４７）
◆阿武町史（上巻）阿武町史編さん委員会編集　阿武
町発行
　阿武町の町制 40 周年記念事業として発行されたも
の。阿武町の原始・古代から現代までの歴史、自然、
地形などが書かれている。
定価　７０００円（送料５９０円）
申し込み・問い合わせ　阿武町役場（０８３８８・２・
３１１１）
◆「毛利元就」瀬田美樹男著（光文社）
　戦国の武将の中で毛利元就ほど、ナゾにつつまれた
未知の男はいない。その理由は、彼自身、自己顕示を
極端に嫌い、信長や秀吉・家康のように立身出世の伝
記や、その他の記録をきらったせいもある。元就は、
毛利にとって必要なものと、そうでないものをふるい
にかけ、邪魔者や不要なものは吉田（広島県吉田町）
へ残していったのである。
定価　２０００円

旅が今回のテーマ。また、萩・津和野などの美しい街
を味わい、江戸から明治への歴史を辿る旅でもある。
レポーター林家こぶ平。
放映予定日　12 月１日（日）午後２時〜
◆「古里の伝承」ＮＨＫ教育・ＮＨＫ総合
　萩市見島の祭りや海士漁、鬼ヨーズなどを紹介。ＮＨ
Ｋ山口放送局が１年がかりで、見島を取材したもの。
〜漁と農を守る神々の島・山口県萩市見島〜　ＮＨＫ
総合（再放送）
放映予定日　11 月 10 日（日）午前５時５分〜
〜鬼ヨーズと精霊船、山口県萩市見島〜　
放映予定日　11 月 10 日（日）午後７時〜　ＮＨＫ
教育
再放送予定日　11 月 17 日（日）午前５時５分〜　
ＮＨＫ総合
◆（仮題）「ふるさとＣＭ大賞」ＴＹＳテレビ山口
　山口県内の市町村がわが町のＣＭを製作し、これら
応募作品を紹介する。萩市もＣＭを製作応募している。
放映予定日　12 月５日（木）午後４時〜
◆仮題「鬼萩・三輪休雪の世界」ハイビジョン
　人間国宝・三輪休雪の鬼萩の作品の魅力にスポット
をあてる。鬼萩の「白」の魅力を紹介する。
放映予定日　１月１日（祝）正午〜
◆年末年始特集　仮題「白を育む日々」〜人間国宝・
三輪休雪の世界〜ＮＨＫ総合
　人間国宝・三輪休雪の人間にスポットを当てたド
キュメンタリ−。人間・三輪休雪の魅力を紹介する。
放映予定日　１月３日（金）午前８時〜

　萩市では、市内に残る大正時代の代表的建造物・
萩駅を観光拠点の一つとして、平成８年・９年の
２か年で駅舎の改修工事や周辺整備を計画してい
ます。
　今回の改修工事は、大正 14 年から昭和 30 年頃
までの初期の萩駅を復元しようとするものです。
　皆さんも、是非一度アルバムを探してみてくだ
さい。あなたの懐かしい思い出とともに萩駅の写
真があるかもしれません。もし、萩駅の写真があ
りましたら、下記までご連絡ください。
連絡先　萩市大字江向５１０番地
　　　　萩市教育委員会文化課か萩市観光課
　　　　TEL　０８３８・２５・３１３１
　　　　FAX　０８３８・２６・３５６１

萩駅の古い写真を募集

◆萩時代まつり
　276 年の伝統を誇る平安古町備組と古萩町の大名行
列が萩の町を練り歩き、維新の里に一大時代絵巻を展
開します。
と　き　11 月９日（土）〜 10 日（日）
ところ　萩市民体育館・旧萩街道
内　容　時代行列（10 日のみ）、長州大楽市、ふるさ
と商人市、時代展ほか
※萩広域ふるさとまつり、第１回萩・国際友好物産フェ
アが、萩市役所を主会場として同時に開催されます。


